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１．研究計画の概要 

研究目的は、（１）看護管理者が自分の組

織を変革するための手段として活用するた

めに、平成 17 年度に研究者が開発した「看

護組織における組織文化の測定尺度」の妥当

性を検証し、その洗練化を行うこと、（２）「看

護組織における組織文化の測定尺度」を用い

て組織変革を行うシステムを構築すること

である。 

計画の概要は以下通りである。 

（１）「看護組織における組織文化の測定尺

度」の妥当性を検証するためと、「看護組織

における組織文化の測定尺度」を洗練化する

ためのデータを得るために、２総合病院を対

象に、「看護組織における組織文化の測定尺

度」を用いた量的調査とフィールド調査を行

う。そしてその結果をもとに、測定尺度の調

査項目を修正し、量的調査によって測定尺度

を洗練化する。 

（２）看護組織の組織変革を起こす看護管理

者のリーダーシップを明らかにし、組織変革

のシステムを構築するために、「看護組織に

おける組織文化の測定尺度」を用いた量的調

査とフィールド調査によって組織文化特性

を明らかにした１総合病院を対象に、組織変

革のアクションリサーチを行う。 

２．研究の進捗状況 

（１）平成 19年度に１総合病院、平成 19年

度～20年度に 2総合病院、平成 21年度に 1

総合病院と、合計 4 総合病院を対象に、「看

護組織における組織文化の測定尺度」を用い

た量的調査とフィールド調査を行った。 

さらに、過去（平成 15 年）に組織文化の

フィールド調査を行った 2総合病院を対象に、

「看護組織における測定尺度」を用いた量的

調査を行った。 

以上、合計 6総合病院での、測定尺度を用

いた調査結果とフィールド調査の結果を比

較検討した結果、両者はほぼ一致しており、

現在の測定尺度は妥当性があることが明ら

かになった。 

さらに、これまでの調査結果から、組織文

化の特性にはパターンがあることが見出さ

れ、そのパターン抽出を現在行っている。 

 

（２）「看護組織における組織文化の測定尺

度」を用いた量的調査とフィールド調査の両

方から文化特性を明らかにした 1総合病院の

看護組織を対象に、平成 19年度～平成 20年

度にかけて（1年 6カ月間）、組織変革のアク

ションリサーチを行った。その後、測定尺度

を用いた量的調査を再度行い、組織文化特性

が変化していることを確認するとともに、看

護管理者を対象にフォーカス・グループ・イ

ンタビューを行い、変化に関与したと思われ

るリーダーシップを抽出した。 

また、組織変革には看護師長の役割が大き

いため、平成 20年度から、5総合病院の看護
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師長 9名と社会心理学の研究者 1名と一緒に

研究会持ち、「看護師長の役割」を明らかに

する研究を行っている。現在までにフォーカ

ス・グループ・インタビューなどによって質

的データを収集し、質的帰納的に分析した。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

 

（１）「看護組織における測定尺度の妥当性

を検証する」ために、当初の計画の 3倍の 6

対象病院に対し調査を行った。その結果、「看

護組織における測定尺度」は妥当性があるこ

とが明らかになった。このことで、①の目的

は、当初予定より入念に達成ができた。 

さらに、6 対象病院の調査結果等から、看

護組織における組織文化にはパターンがあ

ることが見出され、現在そのパターンを抽出

するという、当初計画よりも先に進んだ研究

に進んでいる。 

 

（２）当初の計画どおり、「組織変革のシス

テムの構築」のデータとするために、１総合

病院の看護組織で、組織変革のアクションリ

サーチを行い、変革に関与したリーダーシッ

プの抽出を行った。 

その後さらに、臨床の看護師長や社会心理

学の研究者などの研究協力者を加え、「看護

師長の役割」を明らかにする研究を行ってい

る。フォーカス・グループ・インタビューを

質的帰納的に分析することで、組織変革のシ

ステムの構築のためのデータを増やしてい

る。 

 

４．今後の研究の推進方策  

（１）これまでの調査結果等から「看護組織

における組織文化のパターン」を抽出し、そ

れをもとに、測定尺度を用いて得られた結果

を解釈できるツールを開発する予定である。 

そのことで、測定尺度を用いた調査結果を

解釈しやすくなり、利便性が高まることが期

待される。 

 

（２）「看護師長の役割」についてのフォー

カス・グループ・インタビューの分析結果か

ら、質問項目を作成し、看護師長やスタッフ

を対象に、調査用紙を用いた調査を行う予定

である。そして、その結果をデータに加え、

「看護組織における組織文化を変革するシ

ステム」を構築する予定にしている。 

 また、平成 20年度に、「看護組織における

組織文化」の測定尺度を用いた量的調査と、

フィールド調査を実施した 1総合病を対象に、

組織変革のアクションリサーチを開始し、そ

のプロセスをもシステム構築のデータに加

える予定にしている。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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